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本研究成果の概要

本報告書は,｢コンクリー トを増し打ちした極厚壁に緊張PC鋼棒で鋼板を圧着した耐震補強法の応用｣

(課題番号 :17360272)という題目で,平成17年4月～平成19年3月の3年間,独立行政法人日本学術振

興会から研究助成を受けて行われた研究成果をまとめたものである｡

本研究では,ピロティフレームや耐震壁に極厚無筋壁補強法を施すことで,水平耐力と靭性を両方とも

同時に増大させ,曲げ壁または回転壁の破壊モー ドに変換し,これらの耐震性能を大きく改善することを

目的としているO極厚無筋壁補強法は,ピロティフレームの場合は (耐震壁やコンクリー トブロック壁の

場合もほぼ同じ),柱幅と同厚の極厚壁を新設するためにピロティフレーム内へコンクリー トの増し打ち

を行う｡この時,側柱はチャンネルタイプの薄い鋼板で包み込み,かつ型枠材として使用した壁部分の鋼

板を,位置確保に用いたPC鋼棒を利用して,増し打ちコンクリー ト硬化後にPC鋼棒へ緊張力を導入する

ことで鋼板を圧着し,高横拘束する補強法である (図-1,図-2)0

】 庚 l

図-1 あと施工アンカーを用いた従来の耐震補強例

図-2 極厚無筋壁補強法の詳細
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(a)純フレーム (RO5P-PO)
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(b)袖壁タイプ補強後 (RO5p-OR)

図-3 1スパン1層純フレームの極厚無筋壁補強実験結果
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(a)RC造耐震壁 (RO5W-PO) (b)無開口壁タイプ補強後 (RO7W-S)

図一4 RC造耐震壁の極厚無筋壁補強実験結果

本研究成果を端的に説明するために,通常の lスパン1層純フレームとRC造耐震壁に対して,袖壁タ

イプの 1スパン1層極厚無筋壁と,RC造耐震壁を側柱幅と同じ厚さにコンクリー トを増し打ちし,その型

枠として用いた鋼板をコンクリー ト硬化後に緊張PC鋼棒で圧着 した補強耐震壁の合計4体に関する,輿

型的な実験結果を図-3,4に示す｡これ らの実験結果か ら純フレームや RC造耐震壁に対しては,水平耐

力と靭性が両方とも同時に大幅に改善されていることがわかる (図-3,4)｡特に靭性の改善は予想外の大



地震に対しても,RC造建物の耐震 ･構造安全性を確保する意味で,重要な意義を有する｡この極厚無筋

壁補強法の特徴を挙げると以下のようになる｡

(1)PC鋼棒を型枠兼補強材としての鋼板の位置確保に使用 (セパレータ)

(2)増し打ちコンクリー ト硬化後にPC鋼棒を緊張し,鋼板を圧着することで増設部の既存フレー

ムとの一体化が可能

(3)上記により,従来工法では多数必要となる,あと施工アンカー使用数の大幅減少 (図-1,2)

(4)増し打ちコンクリー トによる極厚壁が巨大な圧縮ス トラットを形成することにより,せん断強

度の飛躍的な増大が可能

(5)型枠兼補強材である鋼板により,せん断強度のさらなる増大が可能

(6)ピロティフレームまたは耐震壁の耐力と靭性の同時向上が可能

(7)ローテク ･ローコス ト

本研究では,1スパン1層の純フレームに袖壁タイプ補強や無開口壁タイプ補強を施して水平加力実験

を行い,実験結果を基に曲げ強度やせん断強度式を提案し,2層部がRC造耐震壁やCB(コンクリー トブ

ロック)造壁の1スパン2層ピロティフレームを用いて,極厚無筋壁補強法の耐震補強効果の検証も行っ

ている｡併せて,1スパン1層RC造耐震壁やCB造壁に対しても極厚無筋壁補強により,耐力および靭性

の同時向上が可能である事を確認している｡これらの実験的研究により,極厚無筋壁補強法の耐震補強効

果を検証し,得られた荷重一変形関係から復元力特性をモデル化し,地震応答解析を行い,解析によって

も極厚無筋壁補強法の有効性を検証している｡

極厚無筋壁は,巨大なコンクリー トの圧縮束により,せん断強度が飛躍的に上昇し,耐力･靭性を大き

く改善するという特徴を持つ一方,重量が大きいという難点を有する｡重量を減少させる,即ち,使用コ

ンクリー ト量を減らすことは,せん断強度の減少をもたらす トレー ドオフの関係にあるが,今後は,発砲

スチロールを用いてコンクリー ト使用量を減らし,壁厚を減少させ,極厚無筋壁をスリム化した補強法の

耐震性能を照査する加力実験も行う予定である｡

兵庫県南部地震から12年が過ぎた｡その後も大きな地震は相次ぎ,2005年福岡県西方沖地震 (M-7.0),

2007年新潟県中越沖地震 (M-6.8)など,日本列島は自然の震動台と言っても過言でないはど各地で地震

活動が活発化している｡そしてこの5月 (2008年5月 12日)には,中国でM-8.0の四川大地震が発生し,

多数の建物や社会基盤が壊滅的な被害を受け,死者も4万人を越え未曾有の大震災に見舞われ,たいへん

な状況にある｡そこでは既存建物の耐震補強も緊急な課題として浮上している｡地震被害による尊い教訓

を無駄にしないためにも､本研究を実用化に向けて展開していくことが,今後の課題である｡
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